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研究実績の概要 
 
本研究は、大江健三郎の『取り替え子』（2000）と旧ユーゴスラヴィアのユダヤ系作家ダヴィド・アルバ

ハリの『餌』（1996）を中心に、現代文学におけるテープレコーダーの役割に着目し、ナラティヴの変容を

明らかにすることを目的としている。本年度は、そのうち、アルバハリの『餌』を一部取り扱った論文「記

憶の変奏―ユーゴスラヴィア解体と文学的ディアスポラ」（塩川伸明、小松久男、沼野充義編『ユーラシア

世界2 ディアスポラ論』、東京大学出版会、2012）を刊行した。この論文では、テープレコーダーの役割

について踏み込むことはできていないものの、大江健三郎の『取り替え子』との相似についても言及してあ

り、本研究の先触れとなる序章と位置づけられる。さらに、本年度は、資料収集を中心におこなうとともに、

理論的枠組みの策定に注力した。資料については今年度の予算内では十分に集めることができなかったため、

来年度にさらに充実させるようにしたい。理論的枠組みとしては、世界文学をめぐる議論を踏まえるなかで、

「同時多発の文学」という新しいアイディアを来年度には、この枠組みをもちいて、大江とアルバハリにつ

いて論じ、成果発表を行いたい。 
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